
 

 

平成 30年度「専修学校グローバル化対応推進支援事業活動」 
 

 

 

ベトナム視察・活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●訪問地 

ベトナム(ハイフォン市) 

 

●訪問日程 

 一回目 自 平成 30 年 12月 4日 

     至 平成 30 年 12月 5日 

 

 二回目 自 平成 31 年 1 月 21日 

     至 平成 31 年 1 月 23日 
 

 

 

 

 本ベトナム視察・活動報告は、文部科学省の生涯学習振興事業委託費による委託事業と

して、一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会が実施した平成 30年度「専修学校グロ

ーバル化対応推進支援事業」の成果物です。 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会 

平成 31年 3月 



 

 

目次 

 

一回目 

■ハイフォン市立医療短大(ハイフォン市)........................1 

■ハイフォン市立工科短大(ハイフォン市)........................2 

■ハイフォン市外務局(ハイフォン市)............................3 

■私立ハイフォンバックゲ短大(ハイフォン市)....................4 

 

二回目 

■日本貿易振興機構（ジェトロ）ホーチミン事務所................5 

■私立ハイフォンバックゲ短大(ハイフォン市)....................6  

■ハイフォン市立医療短大(ハイフォン市)........................7 

■ハイフォン市立工科短大(ハイフォン市)........................8 

■国立マリタイム大学（ハイフォン市）..........................9 

■ハイフォン市外務局（ハイフォン市）.........................10 

 

 

■別添資料  

ハイフォン市立工科短大 調印書 

私立ハイフォンバックゲ短大 調印書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

一回目-１ 

 

１ ハイフォン市立医療短大(ハイフォン市) 

訪問日：平成 30年 12月 4日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Vu Duc Long 校長  

Hoang Van Hung 総務人事部長 

Le Thuy Duong 育成部長 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．学生数２，０００名 

２．介護学科の学生が７０％を占める 

３．東京の東京の短大や神戸の協同組合と交流を行っており、他にも佐野日大

短大など、いくつかの短大との交流協力関係もある。 

４．現時点での提携は難しい。一度香川県に招待していただき、香川県の専門

学校を見学してから提携するかを決めたい。 

 

 
 

５．所感 

学校の設備は素晴らしく、医療・介護における人材育成はベトナムでも先行し

ている。香川県に招待し、香川県の専門学校を見ていただければハイフォンと

香川県の協力な人材ルートになる。 

 

 

 



 

 

一回目-２ 

 

２ ハイフォン市立工科短大(ハイフォン市)  

訪問日：平成 30年 12月 5日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ 国際交流

センター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Cao Anh Tuan - 副校長先生 

Pham Van Dat - 学生管理部長 

Tran Cao Phi - 育成部長 

Nguyen Thi Hai Binh - 日本語先生 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．工業系電子・電気、ITがある 

２．自動車技術を学ぶ学生が１１０名在籍している 

３．日本語を教えるクラスもある 

４．姉妹校提携に向け前向きに検討したいとのこと 

 

 
 

５．所感 

将来香川県専各の学校（穴吹）への進学のための特別コースを設置し、自動車

の基礎と日本語を 1 年で行い、穴吹に進学し、両方の卒業資格を出すことも検

討してゆくことになった。日本への自動車整備士育成留学プログラムに大変興

味を持っており、更なる連携を希望している。 

 

 

 

 



 

 

一回目-３ 

 

３ ハイフォン市外務局 

訪問日：平成 30年 12月 5日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Nguyen Thi Thanh Huong - 副局長 

Vu Hoang Cuong - 国際協力部長 

 

【聞き取り情報・所感】 

１．新潟県が１０月に留学フェアを実施した（主催は国際課と知事公室イベン

ト） 

２．香川県との提携も進めていきたい 

３．ハイフォンには４つの大学があり、うち３つの大学は日本と提携している 

 

 
 

４．所感 

ハイフォン医療短期大学は調印するのは現時点では難しいとの意見だったが、

ハイフォン工科短期大学は調印に対して前向きな意見だったことを報告。 

今後人民委員会に報告し、両校との提携をバックアップするとのこと。 

 

 

 

 

 

 



 

 

一回目-４ 

 

４ 私立ハイフォンバックゲ短大（ハイフォン市） 

訪問日：平成 30年 12月 5日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Luu Thi Thu Huyen - 副校長先生 

Dam Huy Hai - 日本語センター長 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．ハイフォン市にある私立短大 

２．東京日本語センターがあり、現在技能実習生を約１００名送っている 

３．造船、建設、電気、IT、デザイン、機械等の７つの専攻があり、学生数は

８５０名～１，０００名 

 

 
 

４．所感 

私立の短大であるため、柔軟に学科やコースを作ることができる。日本語セン

ターが短大内にあり、機械系で連携することで留学につながる連携ができる。

調印して短大内に香川県留学コースを作ってもらうことも可能。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

二回目-５ 

 

５ 日本貿易振興機構（ジェトロ）ホーチミン事務所 

訪問日：平成 31年 1月 21日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

面談者：出井 一平 氏 

目的：・ベトナムでの人材情報収集（ハイフォン含む主要都市間の傾向） 

   ・人民委員会などベトナム行政機関と連携する上での留意点などの聴取 

 ※当初のハノイ事務所でのアポイント予定が合わずホーチミン事務所を訪問 

ベトナムへの世界からの直接投資額は 2009年以降伸び続け、2017年度が過去

最高を記録。2018年度はこれに迫る高水準。日本からの投資額（総認可額 86億

ドル）が全体の 30％を占め首位。（続いて韓国・シンガポールと続き、上位３か

国で全体の７割を占める） 

 北部（ハノイ、ハイフォンなど人口比 36%）中部（ダナン、フエなど人口比

27%）南部（ホーチミン、カントーなど人口比 37%）エリア別にみた場合、中部

は市場規模としては小さいものの安定した政治・社会情勢・許認可の煩雑さが

少ないことから、特に IT系の企業の進出が目まぐるしく人件費の高騰率が顕著

である。 

市場規模・人口ともに投資の可能性としては成長性のあるとみられている南部

は人材確保の競争が激化し、これにより転職に関する罪悪感が薄れ、社員定着

率が低下している。 

 GDPベトナム第３位のハイフォン市においては（１位ホーチミン、２位ハノイ、

４位カントー）オフショアビジネスを中心とした海外資本の IT分野においては

中部ダナンや南部のカントーに遅れをとっているのが現状であるが、ハノイか

ら高速道路経由で２時間という立地また歴史的には海運の盛んな地域であるこ

とから、外資系企業の進出が進んでおり、ハイフォン市外務局も積極的に取り

組む姿勢にある。 

 また、IT 企業の進出についての遅れについては地元での人材育成が十分にで

きていない環境があり、（地元にハイレベルな IT 教育をできる機関がない）を

海外で教育を受けた人材を戻すことも必要。 

 人材の育成についてはハイフォンとの日本との連携についても、積極的に行

われてきた経緯があり、許認可の手続きを踏まえれば協力は得やすいとのこと。 

 

 



 

 

二回目-６ 

 

６ 私立ハイフォンバックゲ短大（ハイフォン市） 

訪問日：平成 31年 1月 22日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

LAP-校長先生  

Luu Thi Thu Huyen - 副校長先生  

Nguyen Van Kien - 国際交流部門長 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．調印後に会談、２０１９年８月より新たに自動車整備学科の新設、１年・

２年・３年のコース設定を予定。 

 

２．所感 

私立の短期大学であることから今後の連携の中でカリキュラムなどを柔軟に設

定していくことが可能とのこと。学生募集には苦労している現状があり、自動

車整備関係の新学科もその打開策であるが、今回の提携によりさらに学校の魅

力づくりの一つとしたいようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

二回目-７ 

 

７ ハイフォン市立医療短大 

訪問日：平成 31年 1月 22日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Vu Duc Long校長先生 

Hoang Van Hung - 総務人事部長  

Le Thuy Duong - 育成部長 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．学生１００名（介護学科・薬学科）の学生に対して説明会を実施 

２．調印に向け２回目の会談 

 
 

３．所感 

前回の交渉時から態度は軟化している。学生への説明会の反応をみて、提携も

考えたいとのこと。人民委員会（ハイフォン外務局）からも提携に向けて前向

きに検討するようにとの指導があったようです。次回も訪問し、提携に向けた

交渉を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

二回目-８ 

 

８ ハイフォン市立工科短大 

訪問日：平成 31年 1月 23日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ 国際交流

センター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Cao Anh Tuan - 副校長先生 

Nguyen Thi Hai Binh - 日本語先生 

Le Thi Hanh - ハイフォン市労働管理局 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１．調印後、学生４０名（自動車科）に対し説明会を実施 

 

 

２、所感 

説明会には自動車整備を学ぶ学生が調印式に引き続いて参加、当初６０名の予

定であったが、校外研修に参加する者を除いた約４０名が参加。香川県の魅力

PR・日本で整備士としての資格取得とそのためのバックアップ体制について説

明。今後、保護者も交えた説明会の開催希望、参加がしやすい土日の開催を調

整していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

二回目-９ 

 

９ 国立マリタイム大学(ハイフォン市) 

訪問日：平成 31年 1月 23日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Tran The Nam – 国際交流部門副部長 他教育部門責任者４名 

 

【学校概要・聞き取り情報・所感】 

１、ハイフォン最大の４年制大学、日本でいうところの文科省立の国立大学と

は別に交通省立の国立大学 

造船関連を主力とした工業系と経済法律を学ぶ文系あわせ44学部在学生13,000

名、ベトナム全土、また東南アジア地域から学生が集まってきている。他に短

大・専門学校に 18学部 2,000名が在籍している（短大には自動車整備分野あり）。

２．日本・ロシアの企業との造船分野を中心とした合弁会社を設立し、人材の

派遣をおこなっている。愛媛県の新来島造船ほか、長崎県大島造船へ３月～６

月期に短期研修として学生が参加している（研修を通じてこれまで２５名が日

本で就職）。 

 

二回目-１０ 

 

１０ ハイフォン市外務局（ハイフォン市） 

訪問日：平成 31年 1月 23日 

訪問者： 

香川県専修学校各種学校連合会会長/穴吹カレッジグループ専務理事 大平康喜 

香川県専修学校各種学校連合会事務局長/穴吹工科カレッジ副校長 亀本浩史 

香川県専修学校各種学校連合会委員/穴吹パティシエ福祉カレッジ国際交流セ

ンター所長 池下慎一郎 

面談者： 

Nguyen Thi Thanh Huong - 副局長 

Le Thi Hanh Huong - 副主任 

 

【聞き取り情報】 

副局長より、ハイフォンに進出する日本企業への人材供給を目的として「ハイ

フォン日本語センター」のような機関があれば理想と提案を受ける。 



 

 

別添資料 

 

■協定書 

ハイフォン市立工科短大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

私立ハイフォンバックゲ短大 

 

 


